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個人投資家さま向け説明会

健康をカタチに
～オムロンヘルスケアの成長戦略～

執行役員常務

IR企業情報室長 藤原 裕
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＜注意事項＞
1. 当社の連結決算は米国会計基準を採用しています。
2. 業績見通し等は、当社が現時点で入手可能な情報と、合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の

業績等はさまざまな要因により、これら見通しとは大きく異なることがありえます。実際の業績等に影響と与えうる重
要な要因には、（ⅰ）当社の事業領域を取り巻く日本および海外の経済情勢、（ⅱ）当社製品・サービスに対する需要
動向、（ⅲ）新技術開発・新商品開発における当社グループの能力、（ⅳ）資金調達環境の大幅な変動、（ⅴ）他社との
提携・協力関係、（ⅵ）為替・株式市場の動向などがあります。なお、業績に影響を与える要因はこれらに限定される
ものではありません。
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オムロンの概要 会社データ

創業 1933年（昭和8年）5月10日

京都市下京区塩小路通堀川東入

6,272億円（2009年3月期連結）（うち、海外売上高50％）

32,583人（うち、海外関係会社19,596人）

東証一部、大証一部

6645

2億3,912万株（2009年3月末現在）

約3,716億円（2009年10月末時点、株価1,554円）

100株

本社所在地

連結売上高

連結従業員数

上場市場

証券コード

発行済株式総数

時価総額

単元株
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オムロンの概要 企業理念

基本となる理念は、「企業は社会の公器である」
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オムロンの概要 創業から現在まで

センサとコントロール技術を核として、製造現場の生産性向上や、
人々の生活の質向上に貢献

製造業の生産性向上を目指して

市民生活の便利・快適を目指して

人と機械の新しい関係を目指して

現在1933年 1950年 1970年1960年

創業

工場自動化機器の開発
（スイッチ・リレー）

自動改札機・
現金自動支払機の
開発

電子血圧計の開発

レントゲンタイマーの開発

携帯電話電子部品の開発

マイクロスイッチ リレー センサ コントローラー

展
開
分
野
の
拡
大

技術の開発・進化
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オムロンの概要 事業内容

工場自動化用
制御機器事業

（ＩＡＢ）

車載用電子部品事業
（ＡＥＣ）

健康＆医療機器
事業

（HCB）

電子・通信用
電子部品事業
（ECB/EMC)

社会システム事業
（SSB）

センシング
＆

コントロール

（インダストリアルオートメーションビジネス）
近接／光電／視覚センサ、ＰＬＣ、温度調節器、

セーフティ機器、各種検査装置など

・変位・測長センシング ・温度コントロール
・マシンコントロール ・画像センシング（エレクトロニクスコンポーネンツビジネス）

リレー、スイッチ、コネクタ、液晶バックライト、
アミューズメント機器用部品、

モバイル機器搭載部品、

光通信部品など

（オートモーティブエレクトロニック
コンポーネンツビジネス）

キーレスエントリーシステム、
パワーウィンドウスイッチ、

車載用リレー、タイヤ空気圧監視システム、
電動パワーステアリングシステムなど

（ソーシアルスシテムズビジネス）
自動改札機、自動券売機、

道路情報提供システム、
セキュリティマネジメントシステム、

顔認識システムなど

（ヘルスケアビジネス）
電子血圧計、体重体組成計、

電子体温計、歩数計、ネブライザ、
動脈硬化検査装置、生体情報モニタなど・人センシング

・車両センシング
・ＩＣカード技術

・流量センシング
・音センシング
・光コントロール

・生体情報センシング
・行動情報センシング

・車間距離センシング
・電波センシング

「センシング＆コントロール」技術を核に、５つの事業を展開
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オムロンの概要 センサとコントロールとは

センサ

コントロール

嗅覚

センサ

温度調節器 ＰＬＣ

光電センサ

＜センサ＞

＜コントロール＞

セーフティセンサ

人間の体で例えるとオムロンの商品例

・・ 五感

・・ 頭脳＊ＰＬＣ・・・工場の生産ラインや機械・
装置の動きを制御するコントローラ

視覚

味覚

聴覚

触覚

センサ

センサ

センサ

センサ

コントロール

脳

「機械に出来ることは機械にやらせる」ために、必要な基礎技術がセンサとコントロール
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オムロンの概要 売上高構成比

13.1％

10.2％

41.9％

19.8％

12.7％

2.3％その他

■ 工場自動化用
制御機器事業

■ 自動車用
電子部品事業

オムロングループ

6,272億円

■ 家電・通信用
電子部品事業

■ 社会システム事業■ 健康・医療機器事業

（2009年3月期・連結）

制御機器・電子部品関係の３事業が売上の約75％を占める
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オムロンの概要 社会変化と社会要求の創造

2000～ 2020～1970～1940～

情報化
社会

最適化
社会

自律化
社会

工業化
社会

・大量生産、大量消費

・“生産者”の視点

・“モノ”の世代

・「生産性」「効率性」

・生きがい・働きがい

・“生活者”の視点

・“心”の世代

・「安心」「安全」「健康」「環境」

今まで今まで 現在・そしてこれから現在・そしてこれから

「物質的な豊かさ」から「心の豊かさ」へ変化
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連結業績見通しについて
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連結業績見通しについて
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2010年3月期連結業績見通し

緊急対策・構造改革

緊急対策

2009年度営業利益黒字化

利益の創出
・経費削減
・不採算・低採算事業の収束

キャッシュフローの創出
・投資の抑制
・在庫の削減

構造改革

中期的な収益基盤の強化

事業領域の改革
・主力の制御３事業の再構築

工場自動化用制御機器事業（ＩＡＢ）

家電･通信用電子部品事業（ＥＣＢ）
自動車用電子部品事業（ＡＥＣ）

運営構造改革
・生産拠点の統廃合
・変動費構造改革 等

2009年度は危機対応の緊急対策期間と位置付ける
中長期の収益基盤の再構築に向け2010年度末までに構造改革を完遂
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2010年3月期連結業績見通し

第３四半期以降も国内設備投資低迷、原材料高騰等を想定し、売上・利益ともに
期初計画どおりを見込む

－△391△35税引前当期純利益

－△292△20当期純利益（当社株主に帰属する）

－530営業利益

81.3%6,2725,100売上高

前期比
2009/3期

実績

2010/3期

見通し
全社PL

（億円）
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株主還元について

オムロンの概要
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株主還元方針

（万株）

150

416
377

120

366

900

22.6%

20.6%
19.7%18.9%17.8%

50%

29%

49%

75%

48%
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2003年度 2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%自己株取得数

配当性向

総還元性向

＊2008年度は、当期純利益がマイナスのため、配当性向・総還元性向は算出出来ません

＊総還元性向＝配当+自己株取得

直接還元である配当は最低20％の配当性向維持
自社株買入れによる間接還元もあわせ高い総還元を目指す
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株主配当の推移

20

24 25
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34
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110.7
126.5

151.1
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0
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100

150

200

250

配当金
ＥＰＳ（1株当りの利益）

（円）

＊2008年3月期の配当金には、5円の記念配当が含まれています

＊2004年3月期の配当金には、7円の記念配当が含まれています

（円）

ITバブル以降、株主配当は業績伸張とともに順調に増加してきた
2008年度は当期利益の大幅赤字計上にもかかわらず25円の配当実施

＊2010年3月期第2四半期の配当金は7円でした
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健康・医療機器事業について

オムロンの概要
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健康・医療機器事業について

10.2％

健康・医療機器事業
（オムロンヘルスケア事業）

（2009年3月期・連結）

オムロンヘルスケア株式会社の概要 オムロングループ

売上高構成比

健康・医療機器事業は、オムロンヘルスケア株式会社が実施
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オムロンヘルスケアの「センシング＆コントロール」

加速度

圧力

酵素

角度

光

電気抵抗

電位

熱

血圧

体脂肪量

骨格筋量

心電

歩数

酸素濃度

体温

血管弾性

尿糖

オムロンの強みである「センシング＆コントロール」技術により、
人体の「多種多様な現象」を「価値ある情報」に変換します
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オムロンヘルスケアの商品

家庭から医療現場まで幅広い商品を提供
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オムロンヘルスケアの事業構成・・・地域別・製品カテゴリー別

（2008年度実績）

血圧計を事業の柱として世界中で展開
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世界で評価されるオムロンの血圧計

11億台を突破億台を突破

2003年までの30年間で5,000万台、その後、世界展開を加速し、6年間で5,000万台。
2009年9月に累計販売台数１億台を突破。
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ヘルスケア商品の世界シェア（2008年度）

世界で高いマーケットシェアを獲得
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オムロンヘルスケアの使命（ミッション）

健康は人類共通の願い。この願いに応えていくことが、オムロンヘルスケアの
最大の使命であり、存在価値であると考えています。
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生活習慣病の現状

（注）人口動態統計（平成１５年）により作成

死因別死亡割合（平成15年）

その他
39.0%

悪性新生物
（がん）
30.5%

虚血性心疾患
15.7%脳血管疾患

13.0%
糖尿病
1.3%

高血圧性疾患
0.5%

（注）国民医療費（平成１５年度）、わが国の慢性透析療法の現況（2003年12月31日）等により作成

医療費（平成15年度）・・・31.5兆円（一人当たり24.7万円）

医療費（平成１５年度）における生活習慣病の割合

その他 21.3兆円

糖尿病（糖尿病の合併症を含む）
1.9兆円

脳血管疾患
2.0兆円

虚血性心疾患
0.8兆円

高血圧性疾患
2.8兆円

悪性新生物
2.8兆円生活習慣病

約３０％生活習慣病
約６０％

生活習慣病は、死亡数割合では約60％を占め、国民医療費の30％を占める

生活習慣病の現状
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国が目指す医療制度改革

出所 : 厚生労働省社会保障審議会医療保険部会 第24回部会資料（H17年11月25日）

医療費の伸びの抑制

医療保険制度体系見直し

中長期対策

生活習慣病予防の徹底

平均在院日数の短縮

公的医療保険の給付範囲の見直し

診療報酬の適正化

都道府県単位の保険者の再編・統合
新たな高齢者医療制度の創設

その他（混合診療への対応、IT活用など）

施策：医療保険者に対し健診・保健指導の実施を
義務付け

目標：生活習慣病患者・予備軍を25%減少させる
（2015年度）

短期対策

医
療
制
度
改
革

社会の要求

生活習慣病の現状医療費抑制の中長期対策では、「生活習慣病業予防」が柱の一つである
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予防医療＝ホームメディカルケア

家庭

医療機関

・血圧計

・心電計

治 療治 療

・手術用モニター

・病棟用モニター

・動脈硬化度

検査装置

・体組成計

・歩数計

健康増進健康増進

予防医療

ホームメディカルケア

予防医療

ホームメディカルケア

生活習慣病の現状オムロンヘルスケアは、ホームメディカルケア、特に循環器系に注力
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先端の技術と商品の例（体温計）

すばやい検温を
音と光でサポートする

新しい体温計
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先端の技術と商品の例（動脈硬化度計測）

しなやかな血管

硬化した血管

血管の硬化度と
下肢動脈の閉塞を

簡易に計測
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先端の技術と商品の例（血圧計）

日本発！光と音で
正しく測定できる姿勢を

ご案内

手首が適切な測定位置（心臓の
高さ）になると、光と音でお知ら
せ。初めての方でも簡単に正し
い姿勢で測定できます
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医療分野での活動（国内）

生活習慣病の現状循環器関連学会への参加や、学会が主催/共催する市民公開講座への参加
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医療分野での活動（北米）

生活習慣病の現状薬剤師継続学習プログラムに血圧測定のプログラムを提供
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医療分野での活動（北米）

生活習慣病の現状薬剤師向け広告や全米心臓病協会の血圧WEBサイトの協賛等、様々な活動を実施
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オムロンヘルスケアの今後の成長戦略 ネットヘルスケア事業について①

１．測定データの保存管理

３．機器の
メンテナンス（保守）

５．ユーザーへのお知らせ

２．健康アドバイス

４．連携機能の追加

６．機器と機器の連携

家族

会員

医療機関

健康関連企業
健保・事業主

・健保・事業主（保健指導）
・健康関連企業（協力企業）

・医療機関（３次予防）

ヘルスケアサービスプロバイダーと
相互接続・相互運用

＊

＊プロバイダー：インターネットへの接続サービスを提供する業者

生活習慣病の現状「商品の高付加価値化」を図り、商品とサービスが双方向で連携する新しい価値を創造

使用者
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オムロンヘルスケアの今後の成長戦略 ネットヘルスケア事業について②

担当医師

家庭内ネットワークで接続

血圧計
体温計 体重体組成計

家族で相互に

健康チェック

医家向け血圧計など

データ通信

家族 体重 血圧

今日の健康アドバイス

・血圧は、１３０／８５ｍｍＨｇ以下を維持しましょう。

お父さ
ん

70k
g

125/
80mmHg

お母さ
ん

50k
g

115/
70mmHg

太郎 55k
g

117/
75mmHg

家庭

歩数計

家庭用健康機器

今日の健康アドバイス

・血圧は１３０／８５ｍｍＨｇ以下を維持しましょう。

マイホームドクター

お父さん 70kg 125/
80mmHg

お母さん 50kg 115/
70mmHg

太郎 55kg 117/
75mmHg

家族 体重 血圧

健康状態を
センシング

健康を
コントロール

各人の健康状態を家庭で正確に測定し、担当医師とデータを共有したり、
遠隔地の家族と相互に健康確認ができるように
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センシング＆コントロール技術で

「安心・安全、健康、環境をカタチに」

センシング＆コントロール技術で

「安心・安全、健康、環境をカタチに」

＜お問い合わせ＞

ＩＲ企業情報室 経営ＩＲ部

電話 ： 03-3436-7170

Ｅ-ｍａｉｌ ： omron_ir@omron.co.jp

ＨＰアドレス ： www.omron.co.jp

オムロン株式会社


